
 

 

 

 

 

 

 

 

  

道交法改正であおり運転の罰則を強化！！ 

 いわゆる「あおり運転」の罰

則を強化する改正道路交通法が

６月３０日に施行されました。

他の車両等の通行を妨害する目

的で、急ブレーキ禁止違反や車

間距離不保持等の違反を行うこ

とは厳正な取締りの対象とな

り、最大で懲役３年の刑または

５０万円以下の罰金に処せられ

ることとなりました。また、妨

害運転により著しい交通の危険

を生じさせた場合は、最大で懲

役５年の刑または１００万円以

下の罰金に処せられることとな

りました。さらに、妨害運転を

した者は運転免許を取り消され

ることとなりました。 

 あおり運転の対象となるのは

「通行区分違反」「急ブレーキを

かける」「車間距離不保持」「進

路変更禁止違反（割り込み）」

「危険な追い越し」「上向きラ

イト継続での威嚇」「不必要な

クラクション」「幅寄せなどの

安全運転義務違反」「高速道

路での最低速度違反」「高速道

路などでの駐停車違反」の計

１０項目です。 

 また、特筆すべき点として

今回のあおり運転の罰則強化

は、自転車も対象になること

です。自転車についても車と

同じように厳しい罰則を科す

ことにしており、１４歳以上

であれば悪質な場合は刑事罰

を受ける可能性があります。

対象となる行為は違反１０項

目のうち、上向きライトの継

続と高速道路上の行為２項目

を除く７項目です。 

 あおり運転の対策法の一つ

としてはドライブレコーダーの

活用が有効です。運転行為が画

像で記録されることから、妨害

運転などの悪質・危険な運転行

為の抑止効果にもなります。 

警察庁では「妨害運転を受け

るなどした場合は、サービスエ

リアやパーキングエリア等、交

通事故に遭わない場所に避難

するとともに車外に出ることな

く、ためらわずに１１０番通報

をしてください」と呼びかけて

います。 

2020年6月30日から。 
自転車も罰則の対象に 

ドライブレコーダーの映像から過失割合が動く事案も実際にあ

ります。ご自分の運転が立証できる最大の武器だと思います。

是非ともまだ取り付けされていらっしゃらないお客様はご検討

ください。損保ジャパンでは自動車保険の特約で便利で安心の

できるドライブレーコーダーをご提案できます。また、最新式

のモデルも近日中に皆様に発表できると思います。少しお待ち

くださいね。これから雪道になりますが安全運転でお願い致し

ます。事故その他でお困りの時にはお気軽にご連絡ください。 
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新型コロナの感染症予防のた

め、屋内で長い時間を過ごすこ

とが多くなりました。なかでも、

外出を控えて動かないことによ

る高齢者の身体機能などの低下

が懸念されています。今回は、

独立行政法人製品評価技術基

盤機構が取りまとめた屋内の高

齢者の事故をご紹介します。 

【事例１】踏み台を使用中、転

倒し、側腹部を負傷した。 

【事例２】立ち上がる際にスリ

ッパを履こうとしたとき、床に

敷いていたカーペットラグ（置

き敷きタイプ）の上で滑りバ

ランスを崩して転倒し、手を

骨折した。 

【事例３】使用者がＥＭＳ機

器（電気的に筋肉を刺激する

運動器具）を使用中、腰を骨

折した。 

【事例１の注意事項】 

踏み台は止め具のロックが

不十分な状態で使用すると脚

が開閉し、転倒や転落のおそ

れがあります。両方の止め具

が伸びた状態でしっかりと固

定してください。また、天板

の端に乗ると踏み台が傾き、

転倒・転落するおそれがあり

ます。天板に乗るときは、体

の中心が天板の中央になるよ

うに正しく乗ってください。 

【事例２の注意事項】 

置き敷きタイプのカーペッ

トラグは端が浮かないように

テープなどで留める、段差に

段差解消スロープを付ける、

階段に滑り止めを付けるなど

環境を整えましょう。また、

動線上に電源コードを引かな

いなど身の回りを整理整頓す

ることも大切です。 

【事例３の注意事項】 

運動器具を使った運動は体

に負荷をかけるため、自分の

体力などを考えて選んでくだ

さい。また、自分の健康状態

で安全に使えるかどうか、販

売事業者や製造事業者へ問い

合わせてから購入してくださ

い。薬を飲んでいる人や病院

を受診している人はかかりつ

けの医師に運動器具を使った

運動が安全に行えるかどう

か、確認するようにしましょ

う。 

屋内でもストレッチや体を

動かすことは可能です。運動

不足によるケガのないよう、

各自取り組んでみましょう。 

高齢者の身体機能 
などの低下に懸念 

 

新型コロナウイルスの影響による外出控えで 
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